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論文題名：Symptoms and effects of physical factors in Japanese middle-aged women 
     （日本人女性における更年期症状の特徴と体格因子が及ぼす影響） 
 
 
 本研究は日本人の更年期女性における更年期症状の特徴と、体格因子（BMI）がそれに

与える影響について解析した。その結果、日本人では欧米人に比べ肩こり、易疲労感を

訴える割合が高く、その症状も強いことが示された。また血管運動神経症状であるほて

りや発汗に関しては、BMI別に分けた肥満群では痩せ群、普通群に比べ有意に有症率、重

症率が高くなることが示され、日本人でもBMIが血管運動神経症状の増悪因子であること

を明らかにした。 
 審査では、研究の対象となる集団が約2000人、20年に亘る研究となっているが重複例

はないか、20年間で閉経の平均年齢に差がないのか、婚姻状況や経妊経産の影響はある

のかとの質問に対して、重複例は単回回答のためないこと、閉経年齢に差は認められな

かったこと、婚姻状況はデータを採取していないため未検討であるが、経妊経産は有意

差を認めなかったことから、これらの群を同一に論じても問題ないと回答があった。ま

た、BMIの平均値に20年間で差を認めたかとの質問には、最初の5年と最後の5年で有意

差があったと回答された。また、研究対象者を扱う健康維持外来について問われ、更年

期女性を対象とし更年期障害、脂質異常症、骨量低下などへの加療を行っているが、近

年は婦人科癌術後の患者に関しても予防医学的な観点から加療を行っていると回答され

た。当該外来の集団は日本人更年期女性の集団と同一視してよいのかについての質問が

なされ、大学病院という特殊な集団であることは本研究の限界として述べており、一般

健診等のデータと合わせていくことを今後の研究課題とすると回答された。さらに、各

症状が閉経によるものか加齢によるものかの鑑別を行う方法として男性更年期との比較

が考えられるが、男性更年期を評価した既報は存在するのか、ある場合はその指標に加

齢が関連している健忘や関節痛はあるのかについて問われた。男性更年期に対する既報

は存在しており、男性は抑うつ傾向が女性より強い結果であったが、健忘や関節痛に関

して男女差はなかったと回答された。これに対し、健忘の有症率が高いことが加齢の影

響なのか、性ホルモンの影響なのかを区別して検討すべきとの示唆があった。また、社

会心理学的因子の追加や、ホルモン値から集団を規定した上でのBMIごとの分析や、

BMI、ホルモン値、閉経状況や加齢のどれが最も血管運動神経症状に影響を与えているの

かロジスティック解析を施行すべきとの示唆があった。この研究結果を踏まえどのよう

な治療を行っているかという質問に対しては、血管運動神経症状には女性ホルモン補充

療法、漢方療法ならびに運動療法などを行っていると回答された。 
 以上、本研究は検討すべき課題を残しているものの、日本人女性の更年期症状の特徴

に関して多数例のデータ分析を行った結果であり、近年の日本人における更年期症状を

知る上で有意義な研究であると評価された。  
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